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ベトナムと日本は 1973 年に国交を樹立しているので、今年は 40 周年となる。とは言え近年
まで日本との関係がそれほど緊密であったわけではない。しかし、2000 年頃から、ＯＤＡ援助





貿易も 12 年の日本への輸出は 131 億ドルで輸出先の第２位（11.4%）、日本からの輸入は 116
億ドルで第３位（10.2%）を占めている。12 年のベトナムへの投資額（新規）上位 10 案件の内
７件が日系企業である（2013 年版 JETRO 世界貿易投資報告）。 
また、06 年頃からは「チャイナ＋１」のうちの一国として、安い労働力を求めて日系企業の
ベトナム進出が活発化している。日系企業のベトナムへの直接投資は、2012 年は前年比 116.7%
増の 40.1 億ドルで、全外国からの投資額の 51.0%を占めている。増加する企業進出（13 年 4 月




























































































ベトナムの 2000 年から 10 年までの平均経済成長率は 7.3%で、下位中所得国に仲間入りした
が、10 年以降、インフレ対策のための引き締め政策もあって、成長率は鈍化し、11 年は 5.9%、
12 年は 5.0%だった（外務省資料）。だから、ＯＤＡへの期待が強いのであろう。しかし、ベト
ナム自身の「内発的発展」が望まれてならない。 
もう一つの感想 
シンポジウムでは、その内容とは関係ないのだが、報告者もコメンテイターも質問者も、与
えられた時間に関係なく、大きな声で「演説」し、まるで自己のプレゼンテーションをしてい
るようで、いささか辟易した。 
一方、世界自然遺産のハロン湾の景観は美しく、クルーズは快適で、平和なベトナムを感じ
た。 
